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大盛況『清まつtj

十
一
月
十
日
午
前
十
時
か
ら
川
上
地
区
で

「三
杯
谷
の
滝
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
き
じ
鍋
、
お
に
ぎ
リ
、
あ
ま
酒
、

お
酒
が
無
料
で
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

少
し
肌
寒
か
っ
た
の
で
す
が
、

当
日
は
、

ス
テ
ー
ジ
上
で
は
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
の
ほ
か
、

野
村
町
の
辰
本
社
中
に
よ
る
チ
ビ
ッ
コ
舞
踊

シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
三
歳
か
ら
十
四
歳
ま
で

の
チ
ビ
ッ
コ
六
人
が
大
人
顔
負
け
の
舞
踊
を

つ
め
か
け
た
大
観
衆
の
日
を
く
ぎ

披
露
し
、

づ
け
に
し
ま
し
た
。

ま
つ
リ
の
最
後
に
行
わ
れ
た
景
品
付
も
ち

ま
き
で
は
、
辰
本
社
中
の
チ
ビ
ッ
コ
が
特
賞

を
当
て
る
な
ど
、
大
い
に
賑
わ
っ
た
一
日
と

な
り
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
方
の
ご
来
場
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
地
域
運
営
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ

ん
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
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会長あいさつ

会 長

(大洲市長)~舛田 興一

少
子
・
高
齢
化
、
高
度
情
報
化
、
国
際
化

が
急
激
に
進
展
す
る
中
で
様
々
な
分
野
に
お

い
て
改
革
を
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
特
に
本
格
的
な
地
方
分
権
時
代
の
対
応

と
し
て
、
市
町
村
合
併
が
推
進
さ
れ
て
お
り

ま
す
。全

国
各
地
で
市
町
村
合
併
論
議
が
高
ま
り

を
見
せ
る
中
、
大
洲
市
、
長
浜
町
、
肱
川
町
、

河
辺
村
の
四
市
町
村
に
お
い
て
も
基
本
的
な

方
向
性
が
出
揃
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
た
び
、

任
意
の
「
合
併
推
進
協
議
会
」
を
設
立
す
る

運
び
と
な
り
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
本
格
的
な

合
併
の
協
議
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
が
、
来
年

一
月
の
法
定
協
議
会
設
立
に
向
け
、
四
市
町

村
の
歴
史
や
背
景
を
尊
重
し
合
い
、
譲
り
合

い
な
が
ら
真
撃
に
議
論
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
、
協
議
会
に
お
け
る
協
議
内
容
な
ど
、

合
併
に
関
す
る
情
報
を
積
極
的
に
提
供
し
、

各
市
町
村
の
議
会
を
は
じ
め
、
住
民
の
皆
さ

ん
の
ご
意
向
、
ご
意
見
を
十
分
お
聞
き
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
将
来
、
こ
の
地
域
が
豊
か

で
活
力
の
あ
る
ま
ち
と
な
り
ま
す
よ
う
住
民

の
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
、
一
緒
に
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
十
三
年
二
月
二
十
八
日
に
愛
媛

県
が
制
定
し
た
「
愛
媛
県
市
町
村
合
併

推
進
要
綱
」
で
合
併
の
基
本
パ
タ
ー
ン

が
一
不
さ
れ
た
の
に
伴
い
、
周
年
六
月
十

一
日
、
「
大
洲
市
・
喜
多
郡
市
町
村
合

併
検
討
部
会
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

全
五
回
の
会
議
で
協
議
・
調
整
が
行
わ

れ
、
大
洲
市
・
喜
多
郡
の
合
併
協
議
の

指
針
と
な
る
「
大
洲
市
・
喜
多
郡
市
町

村
合
併
検
討
部
会
調
査
研
究
報
告
書
」
が
作
成

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
各
市
町
村
で
の
合
併
の
必
要

性
や
、
合
併
の
相
手
先
を
問
う
住
民
ア
ン
ケ
ー

ト
、
住
民
説
明
会
、
住
民
懇
談
会
な
ど
が
実
施

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
に
お
い
て
合
併
の

枠
組
み
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
十
四
年
六
月
、
内
子
町
、
五
十
崎
町
は
、

県
が
示
し
た
基
本
パ
タ
ー
ン
の
大
洲
市
・
喜
多

郡
の
枠
組
み
で
は
な
く
、
顔
の
見
え
る
範
囲
で

の
こ
町
に
よ
る
合
併
を
表
明
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
内
子
町
、
五
十
崎
町
に
門
戸
を
開

い
た
ま
ま
、
大
洲
市
、
長
浜
町
、
肱
川
町
、
河

辺
村
の
四
市
町
村
に
よ
る
具
体
的
な
合
併
協
議

が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
四
市
町
村
に
お
い
て
市
町
村
合
併

に
関
す
る
基
本
的
な
方
向
性
が
出
揃
っ
た
こ
と

か
ら
、
九
月
二
日
、
四
市
町
村
の
首
長
、
助
役
、

合
併
担
当
部
課
長
等
で
組
織
す
る
「
大
洲
喜
多

合
併
協
議
会
(
任
意
)
設
立
準
備
会
」
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
準
備
会
に
お
い
て
、
合
併
協
議
会
設
立

に
対
す
る
意
思
が
明
確
化
し
、
基
本
的
な
事
項

に
つ
い
て
実
務
レ
ベ
ル
で
の
調
整
が
完
了
し
た

こ
と
か
ら
、
十
月
十
一
日
「
大
洲
喜
多
合
併
推

進
協
議
会
」
を
設
立
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

これまでの経緯

第

圏
A 

十
月
十
一
日
、
大
洲
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
第
一
回
大
洲
喜
多
合
併
推
進
協
議
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
大
洲
喜
多
合
併
協
議
会
(
任
意
)

設
立
準
備
会
会
長
の
桝
回
大
洲
市
長
、
愛
媛
県
八

幡
浜
地
方
局
の
和
気
局
長
か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ

り
、
合
併
推
進
協
議
会
委
員
の
紹
介
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
続
い
て
、
大
洲
市
長
が
仮
議
長
に
選
出
さ

れ
、
議
事
録
署
名
人
に
、
長
岡
委
員
(
河
辺
村
)

と
神
井
委
員
(
肱
川
町
)
の
二
名
が
指
名
さ
れ
、

合
併
推
進
協
議
会
の
設
立
に
つ
い
て
確
認
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

議
案
審
議
で
は
、
協
議
会
規
約
、
役
員
の
選
出
、

事
業
計
画
、
推
進
協
議
会
の
予
算
、
会
議
運
営
規

程
等
が
提
案
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し

た。
そ
の
他
の
事
項
で
は
、
合
併
重
点
支
援
地
域
の

早
期
指
定
に
関
す
る
要
望
書
(
案
)
が
原
案
の
と

お
り
承
認
さ
れ
、
会
場
の
持
回
り
に
つ
い
て
は
、

任
意
協
議
会
は
大
洲
市
で
開
催
し
、
法
定
協
議
会

は
四
市
町
村
の
会
場
を
持
回
り
で
開
催
す
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

O
最
近
の
市
町
村
合
併
を
め
ぐ
る
動
向
に
つ
い
て

国
・
県
の
法
定
協
議
会
の
設
置
状
況
や
四
市

町
村
に
お
け
る
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
つ

い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

O
四
市
町
村
の
行
政
比
較
に
つ
い
て

四
市
町
村
の
人
口
・
面
積
や
首
長
の
任
期
、

議
員
定
数
と
任
期
、
平
成
十
三
一
年
度
の
財
政
状

況
な
ど
に
つ
い
て
比
較
表
に
よ
り
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
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O
合
併
特
例
法
等
に
よ
る
特
例
措
置
の
概
要

に
つ
い
て

同
市
町
村
で
合
併
し
た
場
合
の
合
併
特

例
債
、
普
通
寄
付
税
・
持
別
交
付
税
、

国
・
県
補
助
金
に
つ
い
て
の
財
政
支
援
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

l協

事

~ 

O
第
一
号
議
案
大
洲
喜
多
合
併
推
進
協
議

会
規
約
に
つ
い
て

。
協
議
会
の
協
議
事
項
は
、
法
ん
た
の
協
議
会

の
設
立
、
合
併
に
関
す
る
基
本
調
査
、
そ
の

他
合
併
に
関
す
る
必
要
な
事
項
で
あ
る
こ
と

0

.
協
議
会
の
委
員
は
、
大
洲
市
、
長
浜
町
、

肱
川
町
、
刈
辺
村
の
首
長
等
、
議
会
の
代
表
、

八
幡
浜
地
庁
局
長
の
十
七
人
で
構
成
さ
れ
る

ご
と
。

⑮
協
議
会
の
運
営
に
要
す
る
費
用
は
、
四
市

町
村
が
負
担
し
、
全
体
額
の
三
分
の
一
を
均

等
割
、
残
り
の
三
分
の
こ
を
人
口
割
と
す
る

こ
〉
」

0

O
第
二
号
議
案
役
員
の
選
出
に
つ
い
て

役
員
と
し
て
委
員
の
互
選
に
よ
り
、
会

長
に
桝
同
大
洲
市
長
、
副
会
長
に
西
田
長

浜
町
長
、
久
保
田
肱
川
町
長
、
稲
田
河
辺

村
長
が
、
監
事
に
土
口
岡
大
洲
市
議
九
五
議
長
、

東
長
浜
町
議
会
議
長
が
選
任
さ
れ
ま
し
た

Q

O
第
三
号
議
案
平
成
十
四
年
度
事
業
計
画

(
案
)
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
、
原
案
の
と
お
り
苧
認
さ

れ
ま
し
た
。

{
平
成
十
四
年
度
事
業
計
画
}

。
推
進
協
議
会
、
幹
事
会
、
専
門
部
会
長
・

分
科
会
長
合
同
会
の
闇
催

ぬ
ザ
事
務
事
業
現
況
調
査
の
実
施

。
川
市
町
村
広
報
紙
へ
の
合
併
協
議
会
だ
よ

わカ1平成14年11月25日(3) 

り
コ
ー
ナ
ー
開
設

⑤
先
進
地
視
察
研
修
の
実
施

。
法
定
協
議
会
設
置
に
関
す
る
諸
準
備

O
第
四
号
議
案
平
成
十
四
年
度
合
併
推
進

協
議
会
歳
入
歳
出
予
算
(
案
)
に
つ
い
て

2，705，485円

942，529円

582，423円

466，563円

3，000円

360，000円

2，926，000円

1，150，000円

{主な歳出予算]

264，000円

大洲喜多合併推進協議会委員

平
成
卜
四
年
度
合
併
推
進
協
議
会
歳
入

歳
出
予
算
そ
れ
ぞ
れ
四
七
マ
万
円
が
原
案

の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

O
第
五
号
議
案
合
併
推
進
協
議
会
の
規
程

等
の
制
定
に
つ
い
て

会
議
運
営
規
担
任
、
幹
事
会
規
程
、
古
川
円

高
会
規
程
、
事
務
局
規
程
、
財
務
規
程
、

会
議
の
傍
聴
に
関
す
る
要
綱
、
調
査
・
計

画
等
業
務
委
託
業
者
選
定
委
員
会
設
置
要

綱
に
つ
い
て
原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

O
第
六
号
議
案
法
定
の
合
併
協
議
会
の
設

立
に
つ
い
て

〈
法
定
協
議
会
の
申
し
合
わ
せ
事
項
〉

-
協
議
会
の
名
称
は
、
「
大
洲
再
多
合
併
協
議

会
」
で
調
整
す
る
こ
と
。

-
協
議
会
は
、
平
成
十
五
年
一
月
の
設
立
を

目
指
し
、
同
年
一
月
八
日
に
第
一
回
協
議
会

を
開
催
で
き
る
よ
う
に
調
整
す
る
こ
と
。

。
合
併
の
方
式
は
、
新
設
合
併
(
対
等
合
併
)

を
基
本
に
協
議
・
調
整
す
る
こ
と
。

河野

和策
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第
二
囲
合
併
推
進
協
議
会
で
協
議
さ
れ
た
内
審
申
告
報
告
し
ま
す

10月30日、大洲市民会館中ホールにおいて、第2回大別|喜多合併推進協議会が開催されました。

主

O
大
洲
喜
多
合
併
協
議
会
設
置
議
案

に
つ
い
て

地
方
自
治
法
、
合
併
特
例
法
の
規

定
に
基
づ
く
、
法
定
の
協
議
会
の
設

置
に
関
す
る
議
案
等
が
提
案
さ
れ
、

原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

四
市
町
村
の
十
:
月
定
例
議
会
に

ご
の
議
案
等
が
提
案
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
議
会
の
議
決
を
経
て
、
来
年
一

月
一
日
に
大
川
喜
多
合
併
協
議
会

(
法
定
)
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

O
大
洲
喜
多
合
併
協
議
会
規
約
(
案
)

に
つ
い
て

規
約
(
案
)
は
、
原
案
の
と
お
り

承
認
さ
れ
ま
し
た
し
ま
た
、
規
約
に

関
す
る
協
議
吉
の
申
し
合
わ
せ
事
項

に
つ
い
て
も
協
議
さ
れ
ま
し
た
り

。
法
定
の
協
議
会
の
委
員

・
四
市
町
村
の
長
・
助
役
、
四
市
町
村

議
会
議
長
・
議
会
特
別
委
員
長
及
び

学
識
経
験
者
(
四
市
町
村
そ
れ
ぞ
れ

四
人
ず
つ
で
女
性
一
人
を
ふ
白
む
こ
と
。
)

・
協
議
に
よ
り
定
め
た
者
(
八
幡
浜

地
方
局
長
)

-
会
長
、
副
会
長
に
つ
い
て

-
協
議
会
の
運
営
に
必
要
な
経
費
の

負
担
に
つ
い
て

O
大
洲
喜
多
合
併
協
議
会
の
規
程

(
案
)
等
に
つ
い
て

次
の
規
程
等
が
原
案
の
と
お
り
準

認
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
運
営
規
程
、
会
議
運
営
等
申

し
合
わ
せ
事
項
、
委
員
等
の
報
酬
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
規
程

そ
の
ほ
か
事
業
計
画
、
予
算
、
全

体
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
が
原
案
の
と

お
り
承
認
さ
れ
、
来
年
一
月
の
第
一

回
法
定
協
議
会
で
正
式
に
協
議
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

幸長

事

項

O
新
市
例
規
策
定
及
び
事
務
事
業
現

況
調
査
業
務
実
施
要
領
に
つ
い
て

O
新
設
合
併
し
た
場
合
、
条
例
等

が
失
効
す
る
た
め
、
新
し
い
条
例

等
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す。。
協
議
会
で
の
協
定
項
目
の
基
礎

資
料
の
作
成
を
行
う
た
め
、
四
市

町
村
の
事
務
事
業
の
洗
い
出
し
を

行
う
必
要
一
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
業
務
を
効
率
的
、
的
確

に
行
い
、
業
務
体
制
の
充
実
を
早
期

に
凶
る
た
め
、
一
請
を
委
託
す
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

2戸袋議、 警やセ九

前鷺'c患を聖歌
会議録lT.び会議資料は、協議

会事務局又は4市町村の合併担当
課でそれぞれ閲覧することがで
きます。

合併するとドの表のような規模の自治体になります J

河辺村 合計

63川ぱ 53.12kniI 432.撒 III

3，211人 1274人 52.7日2人

1，048世帯 581世帯 18，77411十帯

l，358人 53，131人

534世帯 1

肱川町区 分

= I i面積 (kl11')

遣団空塑聖口 (H12年 39，011人 9，2防人

川重勢調査f帯数 (H12年) 13.737世帯 3.4考世帯

よといi基人口 H14'守沼百了 日61Arg五江
住基世帯数 (H14年3月:11日) I 14点7(il什帯 3592 官

長浜町

74.79km' 十
項目

19，789世帯

H15A.24 

3，168人

1.087 布¥
一 一

HI7.3.18 H18庇20

16人 12人
一 一…-
H17.10.7 1 HI5.'止29

17人|一~…
HI8.7.19 

77人

一一主似
52人|ω1人

2，338，0;明丁円 I31，046，127千円

lm千円 584千H

2，211，209千円 I29.651，32ぷ千円

1，日28千円 5日「円

196，679千円| 日，8l76千円 4.078.967千円

62千円 12干円 前千円

一 14千円|仰3川千円い，642，794千円! 1旧制川一円 10.067.139同

議l 住民l人当たりの鋲 128r判 2日干IYI 519千円 I 749千円 189千円

況 「吋整基金 し可耳目 Ll型 67f止 328，000千円 I5刷叫似附山叩，3あ溺3犯羽5白5千円 I2丸羽淵，207却加肌仰0肝侃仰7，叩，9畑附96蜘6侃附8粁刊附千引軒刊lド門i吋j 

言[』石扇両在PFlYjJたりの額叱hいいド刊(什~l.2口2叩t計~ I 9山出 5.611即」よ1mJβ;!

霊」」同一政肋巾力捕指数よ:r?品zr??り一 4ω9:;引斗:叶 1，77引]立:?叶←ろ可雫詐」主出i 
一一一一一一一「椴附一土牌 L 」 l 8お叫5日肌州7九川弘川! 型叫山川)は叫判4抗叫弛叫i 削肌渇

土丘刈と汀i倍古費比霊率事 1凶6.9机b九 1叩9.0飢)~消%白 1口7.9慨見 I 1払丘C似出

ご意見・ご質問を 1
可お聞かtくだミ竺 !1~)~_ニ

65人

60人10人

HI5.4.29 

12人

H18.7.19 HI8.7.19 

171人

6，876，768千円

721千円

HI8.9.21 

601人

17，811，487千円

合併に関するご意見・ご質問があり

ましたら、合併推進協議会事務局まで

ごi皇申告くださげ。

4，() 19，813千円

1，269T向

3，776，404千円

1，192千川

6，583，(i1:1千円

690千円

1 住民1人当たりの室長 I 456千円

z l歳出制¥ imom千円
1主民1人当たりの額I 437千円

13 仁ご五五二叫叩 『一一一一一一一一一
年目里笠豆聖豆
度 1主民1人宣たりの額

歳入総似

大洲喜多合併推進協議会事務局

〒795--，0012

大洲市大洲891番地の1大洲市民会館

TEL 0893-23-0234 

FAX 0893-23-0233 

ιMail ozukita@cnw.ne.jp 

722，744Tドi

76千同

2，393，805千円

正副J2，(j附 F円

(※住民1人当たりの額は、住基人口による。)
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今
年
最
後
の
分
館
対
抗
戦
と
な

る
、
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大
会
」
が
中
学
校
体
育

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
大
会
か
ら
、
出
場
資
格

年
齢
が
こ
れ
ま
で
の
四
十
歳
か
ら

三
十
五
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ

と
も
あ
り
、
各
分
館
か
ら
男
女
そ

れ
ぞ
れ
二
チ

1
ム
ず
つ
の
参
加
を

い
た
だ
き
、
過
去
最
多
の
十
六
チ

ー
ム
で
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

試
合
数
が
増
加
し
た
た
め
、
昼

食
時
間
を
取
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
り
、
同
一
分
館
同
士
の
順
位

決
定
戦
が
行
え
な
か
っ
た
り
と
、

選
手
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
。

ど
の
試
合
も
好
プ
レ
1
・
珍
プ

レ
l
の
連
続
で
、
歓
声
と
笑
い
声

の
絶
え
な
い
一
日
と
な
り
、
寒
さ

を
吹
き
飛
ば
す
熱
い
大
会
と
な
り

ま品
7
レ
h
~

。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

四三二一
位位位位

男
子

植
松
分
館

坂
本
分
館

大
伍
分
館

北
平
分
館

女
子

植
松
分
館

坂
本
分
館

大
伍
分
館

北
平
分
館

ナイスレシーブ!

アベック V!

こ
の
度
「
館
報
か
わ
べ
第
百
四

十
九
号
」
が
、
県
公
民
館
報
コ
ン

ク
ー
ル
に
お
い
て
、
第
一
部
(
市

町
村
を
単
位
と
す
る
館
報
)
で
優

秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

表
紙
は
、
北
平
分
館
に
よ
る
ガ

ー
ド
レ
ー
ル
と
道
路
側
溝
の
清
掃

を
取
り
上
げ
た
も
の
で
、
今
年
度

か
ら
実
施
さ
れ
る
学
校
完
全
週
五

日
制
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
し

た。
今
後
も
、
地
域
に
密
着
し
た
内

容
を
取
り
上
げ
、
ふ
る
さ
と
を
離

れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
に
も
今
の

河
辺
村
が
伝
わ
る
よ
う
な
紙
面
、
つ

く
り
を
心
掛
け
、
皆
さ
ん
に
読
ん

で
頂
け
る
親
し
み
の
あ
る
館
報
を

発
行
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
お
気

づ
き
の
点
、
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

公
民
館
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

欝漣藍鐘盤雪

合同就職面接会のご案内
就職活動の支援メニュー・出会いのフロアー

電話 (089)926-0808 
〒790-0843 松山市道後町2-9-14

. 高齢者とそのご家族の心配ごと悩

みごとについてご相談をお受けしま

す。お気軽にご相談下さい。すべて

無料です。

. 一般相談(生活全般にわたる問題

について)は、毎週火曜日から日曜

日の 9時から17時まで0

・専門相談は、保健、介護、住宅・

介護機器、医療、栄養、リハビリ、

法律、土地・家屋、登記、税金、年

金があり、指定曜日の13時から16時
まで。法律相談は予約が必要です。

大洲商工会議所では、ハローワーク大洲のご協力のもと、大洲・喜

多地域を中心とする企業と求職者の皆さんが一堂に会して自由に面接

をしていただく「大洲・喜多地域合同就職面接会Jを開催致しますの

でお気軽にご参加下さ p。

日時 平成14年12月 11 日(水)午後2時~4時

場所 大洲市東大洲270-1
大洲市総合福祉センタ- 4F 多目的ホール

働く意欲のある方なら、どなたでもお気軽にご参加下さい。

企業の採用担当者が一堂に参加しますのでご希望の方は自

由に面接ができ、事業所の求人内容についても聞くことが

できます。

(持参するもの)履歴書・筆記用具

お問い合わせは 大洲商工会議所 T E L (0893) 24-4111 
または ハローワーク大洲(大洲公共職業安定所)

T E L (0893) 24-3191 2番窓口

対象者

内容



(6) 平成14年11月25日

十
一
月
三
日
に
消
防
の
非
常
招

集
で
、
訓
練
が
あ
り
出
席
を
し
ま

し
た
。
あ
い
に
く
雨
の
た
め
に
体

育
館
で
の
括
弧
訓
練
の
あ
と
、
人

工
呼
吸
法
の
講
習
に
熱
心
に
取
り

組
ま
れ
て
お
り
ま
し
た
。

/'¥;二わカヨ第 152号

今
日
、
本
村
で
も
少
子
高
齢
化

が
進
み
、
地
域
に
若
者
が
少
な
く

な
る
中
、
団
員
の
確
保
が
む
ず
か

し
く
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
が
、

消
防
団
員
各
位
に
は
、
日
ご
ろ
多

忙
な
生
業
を
営
ま
れ
る
か
た
わ

ら
、
崇
高
な
郷
土
愛
護
の
精
神
を

旺
盛
な
責
任
感
を
持
っ
て
、
地
域

住
民
の
生
命
財
産
の
安
全
保
護
の

た
め
、
献
身
的
に
消
防
業
務
に
精

励
さ
れ
て
お
り
、
村
民
一
向
、
心

強
い
限
り
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
の 括弧訓練スター卜

ご
苦
労
に
対
し
心
か
ら
敬
意
と
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
そ

の
活
動
を
支
え
る
後
援
会
の
ご
支

援
も
、
大
き
な
励
み
に
な
っ
て
い

る
こ
と
も
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

で
し
ょ
う
。

今
後
、
市
町
村
合
併
の
話
し
合

い
が
行
わ
れ
て
い
く
中
、
約
二
年

余
り
の
残
さ
れ
た
時
間
で
、
多
く

の
課
題
が
山
積
し
て
い
る
訳
で
す

が
、
消
防
の
あ
り
方
も
、
十
分
協

議
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
シ
ー
ズ
ン
は
、
火

の
元
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
地
域
の
消
防

団
員
の
み
な
さ
ん
が
、
地
道
な
活

動
を
さ
れ
て
い
る
上
に
安
心
が
あ

る
こ
と
を
、
感
謝
の
気
持
ち
を
込

め
て
、
再
認
識
す
る
必
要
が
あ
る

と
感
じ
た
一
日
で
し
た
。

盛宅金融公庫盟国支躍
か5のお鑓§せ

住宅ローン返済でお囲りの方へ

人工呼吸法講習

返
済
が
困
難
な
方
に
、
引
き
続

き
安
心
し
て
返
済
を
継
続
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
返
済
期
間
を
十
年

延
長
す
る
等
に
よ
る
返
済
額
の
軽

減
、
あ
る
い
は
延
滞
分
の
繰
り
延

べ
払
い
等
の
メ
ニ
ュ
ー
を
ご
用
意

し
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
返
済
に
心
配
の
あ
る
方

は
、
早
め
に
住
宅
金
融
公
庫
四
国

支
屈
(
宮

O
八

七

八

二

五

l

O
五
一
四
)
、
ま
た
は
返
済
中
の

金
融
機
関
に
ご
相
談
下
さ
い
。

ま
た
、
四
国
支
屈
で
は
、
第

一
・
第
三
日
曜
日
に
休
日
返
済
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
(
君
。
八

七

八

二

五

O
五
一
一
)
の
で

是
非
ご
利
用
下
さ
い
。

な
お
、
公
庫
は
五
年
以
内
に
"
独

立
行
政
法
人
“
に
引
き
継
が
れ
ま

す
。
お
客
様
の
ロ

l
ン
に
つ
い
て

も
、
同
様
に
こ
の
公
共
性
の
高
い

法
人
に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
が
政

府
決
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
か
ら
公
庫
に
お
申
込
み
さ
れ

る
方
も
、
現
在
返
済
中
の
方
も
ど

う
ぞ
ご
安
心
下
さ
い
。

二
人
仲
良
く
半
世
紀

⑩
 

ふ
る
さ
と
の
宿
に
お
い
て
、
結

婚
五
十
年
の
ご
夫
婦
を
ご
案
内
し

て
金
婚
祝
賀
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
七
組
の
う
ち
四
組
の

ご
出
席
を
頂
き
、
記
念
写
真
撮
影
、

村
長
式
辞
、
金
婚
者
を
ご
紹
介
し

た
後
、
自
治
功
労
者
長
岡
吉
男
氏

に
村
長
か
ら
感
謝
状
、
金
婚
者
の

方
々
に
記
念
品
の
贈
呈
が
あ
り
、

来
賓
祝
辞
、
最
後
に
金
婚
者
を
代

表
し
て
長
岡
吉
田
力
さ
ん
よ
り
謝
辞

が
あ
り
、
式
終
了
後
の
懇
親
会
で

は
想
い
出
話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

な
お
、
今
年
金
婚
式
を
迎
え
ら

れ
た
の
は
次
の
方
々
で
す
。

橡

谷

長

崎

宮

JlI 

除

藤

日

上

黒

|
 

|
 !
 

上

新

J 11 

居

片

出
-

用
の
山

岡

岡

吉

男

美
代
子

タ
ツ
子

嘉

誠
八
重
子

幸

男
モ
冶
ヱ

正

幸
ト
ミ
子

繁

森
キ
ヨ
子

道

春
ミ
ヱ
子

本田住山本

おめでとうございます
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公
民
館
、
右
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
を

中
心
と
し
て
「
健

康
・
文
化
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

途
中
か
ら
雨
、
が

降
り
出
す
と
い
う

あ
い
に
く
の
天
気

に

も

か

か

わ

ら

ず
、
大
勢
の
人
に

ご
来
場
い
た
だ
き

盛
大
に
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
り

文
化
協
会
発
表

会
で
は
、
み
な
さ

ん
自
慢
の
の
ど
を

披
露
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

午
後
か
ら
の
健
康
、
つ
く
り
講
演

会
で
は
、
女
優
の
行
井
め
ぐ
み
さ

わ力、平成14年11月25日(7) 

ん
を
講
師
に
お
迎
え
し
て
「
や
さ

し
い
街
・
や
さ
し
い
人
」
と
題
し

た
講
演
を
頃
き
ま
し
た
。
出
産
、

育
児
、
子
ど
も
の
死
な
ど
、
ご
白

身
の
体
験
談
を
語
ら
れ
る
と
、
満

員
の
会
場
か
ら
は
、
す
す
り
泣
く

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
、
婦
人
会
に
よ
る

バ
ザ
ー
や
健
康
ク
イ
ズ
、
青
空
市
、

農
林
物
産
展
、
幼
・
小
・
中
学
校

作
品
展
、
一
般
作
品
展
な
ど
で
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
最
後

に
は
、
「
も
ち
ま
き
」
が
行
わ
れ

る
予
定
で
し
た
が
、
雨
口
広
が
強
く

な
り
急
き
ょ
「
も
ち
く
ば
り
」
に

変
更
さ
れ
た
も
の
の
盛
会
の
う
ち

に
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
終
了
し
ま

し
た
。
ご
来
場
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

な
お
、
農
林
物
産
品
評
会
で
の

主
な
入
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
ハ

心に響く講演でした

河
辺
村
長
賞

栗

長

岡

善

男

肱
川
地
区
林
材
業
振
興
会
議
会
長
賞

生

し

い

た

け

花

岡

利

光

河
辺
村
議
会
議
長
賞

ゆ

ず

大

野

ヨ

シ

コ

河
辺
村
森
林
組
合
長
賞

乾

し

い

た

け

平

井

一

義

川
上
商
工
会
長
賞

こ
ん
に
ゃ
く
芋
杉
内
一
周
一
代

愛
媛
た
い
き
農
協
河
辺
支
所
長
賞

白

菜

松

本

喜

久

美

品
紙
製
樹
諸
制
問
一
ゐ
怖
い

3
4

宝
く
じ
の
助
成
金
¥
で

一
テ
ン
ト
、
;
弔
機
等
藷
整
惰

終い

r三戸
:

M

S

t

h

幾

繁

襲

撃

二

;

?

出

向

話

予

例
年
、
河
辺
村
に
お
い
て
は
村

民
や
村
内
事
業
所
等
に
よ
る
幅
広

い
地
域
交
流
の
場
と
し
て
『
か
わ

べ
ふ
る
さ
と
祭
り
』
『
健
康
・
文

化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
を
開
催
し
、

地
元
住
民
は
も
と
よ
り
、
村
外
か

ら
河
辺
村
山
身
者
な
ど
多
く
の

方
々
が
来
村
し
交
流
が
図
ら
れ
て

い
ま
す
。
消
防
団
と
し
て
も
こ
の

イ
ベ
ン
ト
に
参
画
し
協
力
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

Q

特
に
、

八
月
十
四
日
に
行
わ
れ
る
『
か
わ

べ
ふ
る
さ
と
祭
り
』
に
お
い
て
は
、

毎
年
消
防
団
員
が
出
動
し
て
花
火

打
ち
卜
げ
の
警
戒
に
当
た
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
河
辺
村

は
「
平
成
十
四
年
度
ふ
る
さ
と
沼

防
団
活
竹
化
助
成
事
業
』
で
あ
る

宝
く
じ
の
助
成
金
で
、
テ
ン
ト
、

発
電
機
、
簡

易
放
送
設
備

を
整
備
し
ま

し
た
む
こ
れ

ら

を

活

用

し
、
よ
り
一

層
の
安
全
管

理
に
努
め
る

炉
了
と
4
b
Hド
、

地
域
に
密
着

し
た
消
防
団

活
動
を
推
進

し
ま
す
。

「ー・・ー-ーーー戸田ー由明ーー』ーー『ーーー---ーー回目白・---間四島田ー四回目吋

12月1日からの「愛媛エイズ予防週間j期

間中、夜間電話相談・血液検査(無料・匠名)

を行いますので、ご利用下さい。

大洲保健所からのお知らせ

テント 25長

簡易放送設備発電機

大洲庁舎2階)

L_____ー四------ー四『目ー四ーーー-----ーー-ーーーーー四ー___.J

12月2日(月)

-12月4日(水)の3日間

17 : 00-20 : 00 

大洲保{建所

(大洲市田口

24-3165 

また、毎週火曜日 (11: 00-12 : 00) にヱ

イズ検査・相談をしていますので、ご利用下

さい。(予約制・無料・匿名)

実施日

問

所

電話番号

時

場
~ 
~ 
E 
昼
回

ム
バ
教
育
委
員
会

委

員

長

職
務
代
理

委

員

梅

木

幸

男

本
凶
八
千
代

松
本
意
思
男

玉

井

隆

交
代
表
監
査
委
員

両

猛

も守ι
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、
河
辺
中
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
お
い
て
、

午
前
九
時
よ
り
第
三

十
七
回
村
民
運
動
会

開
会
式
が
、
今
に
も

雨
が
落
ち
て
来
そ
う

な
雲
行
き
の
中
行
わ

れ
ま
し
た
。

順
調
に
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
消
化
さ
れ
、
午

前
の
部
も
残
り
四
種

目
と
な
っ
た
と
き
、

異

変

が

起

き

ま

し

た
(
と
う
と
う
雨
が

降
り
出
し
ま
し
た

0

時
間
の
経
過
と
と
も

に
雨
粒
も
大
き
く
な

り
、
落
ち
る
量
も
増

え
、
結
局
第
三
十
七

回
村
氏
運
動
会
は
、

史
上
初
の
一
雨
天
ノ
ー

ゲ
ー
ム
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

来
年
も
う
一
度
、
最
初
か
ら
や

り
直
し
で
す
。
来
年
こ
そ
秋
晴
れ

の
空
の
下
で
、
力
い
っ
ぱ
い
ス
ポ

ー
ツ
を
し
ま
し
ょ
う
。

平成14年11月25日fミわカ五第 152号

もうすぐゴールだ!

それっ!I いいもの入ってるかな?この頃から雨が・・・

大
洲
喜
多
地
区
農
業
委
員
会
の

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
交
流
大
会

が
肱
川
町
で
開
催
さ
れ
、
河
辺
村

農
業
委
員
会
が
見
事
優
勝
の
栄
冠

に
輝
き
ま
し
た
。

開
会
式
終

f
後
、
組
み
合
わ
せ

抽
選
を
し
、
河
辺
村
は
、
長
浜
町

と
前
年
度
信
勝
の
肱
川
町
の
ブ
ロ

ッ
ク
で
対
戦
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
第
一
試
合
の
対
長
浜
町
と

は
、
平
均
年
齢
の
若
さ
に
も
の
を

い
わ
せ
、
一
け
た
失
点
で
、
セ
ッ

ト
二
対
r

一
で
勝
ち
ま
し
た
ご

第
二
試
合
の
対
肱
川
町
で
は
、

ど
ち
ら
に
勝
利
の
女
神
が
微
笑
む

か
わ
か
ら
な
い
伯
仲
し
た
展
開
と

な
り
ま
し
た
。
第
一
セ
ッ
ト
ほ
、

十
七
対
十
五
、
第
二
セ
ッ
ト
は
、

十
六
対
十
川
で
辛
く
も
肱
川
町
に

勝
利
し
ま
し
た
。
選
手
も
応
援
も

績
に
大
粒
の
汗
、

F
に
汗
握
る
試

ム
円
で
し
た
。

予
選
ブ
ロ
ッ
ク
無
傷
の
二
勝
で

決
勝
へ
駒
を
進
め
た
河
辺
村
は
、

五
十
崎
町
と
決
勝
戦
に
臨
み
ま
し

た
。
第
一
セ
ッ
ト
は
、
接
戦
の
末

i
十
崎
町
に
取
ら
れ
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
は
、
気
迫
で
は
負
け
な
い

よ
う
全
力
で
突
進
し
た
結
果
、
こ

れ
ま
た
鞍
戦
で
第
二
セ
ッ
ト
峰
、

河
辺
村
が
取
り
ま
し
た
。
お
互
い

に
疲
れ
が
出
始
め
た
第
一
一
一
セ
ッ
ト

は
、
勢
い
に
乗
っ
た
河
辺
村
が
取

り
念
願
の
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

河
辺
村
農
業
委
員
会
に
授
与
さ
れ

た
真
紅
の
優
勝
旗
に
は
、
河
辺
村

農
業
委
員
会
の
栄
誉
が
ま
た
ム
っ

深
く
刻
ま
れ
ま
し
た
。

優勝!祝

あ
な
た
の
ソ
パ
で

河
辺
村
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
で

は
、
そ
ば
を
利
聞
し
た
特
産
品
、
つ

く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
ご

平
成
十
二
年
度
か
ら
そ
ば
の
共

同
栽
桔
に
取
り
組
み
、
自
分
た
ち

が
栽
培
す
る
そ
ば
粉
を
原
料
に
試

作
・
研
究
を
重
ね
、
商
品
化
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
平
成
十
二
年
に

は
、
そ
ば
か
り
ん
と
う
、
平
成
十

二
一
年
に
は
、
そ
ば
鰻
頭
、
若
妻
グ

ル
ー
プ
「
み
っ
ち
ゃ
ん
」
は
、
そ

は
ク
ッ
キ
ー
、
そ
ば
豆
腐
な
ど
を

商
品
化
し
大
好
評
を
得
て
い
ま

す。
販
売
先
は
、
ふ
る
さ
と
の
宿
、

道
の
駅
「
清
流
の
里
ひ
じ
か
わ
」
、

村
内
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
販
売
し
て

お
り
ま
す
。

今
年
は
、
そ
は
あ
め
の
商
品
化

に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
っ

一面のソパの花
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明
る
い
未
来
を
私
た
ち
の
手
で

ー
第
九
回
河
辺
入
権
の
つ
ど
い
l

ミ̂

初
霜
が
降
り
、
秋
の
深
ま
り
を

一
層
強
く
感
じ
た
十
一
月
六
日

体
、
河
辺
小
学
校
体
育
館
を
全

体
会
場
と
し
て
、
第
九
回
『
河
辺

人
権
の
つ
ど
い
』
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
「
明
る
い
未
来
を
私
た

ち
の
子
で
」
の
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
も
と
、
村
内
よ
り
人
権
尊
璽
の

村
、
つ
く
り
を
目
指
す
二

O
C名
を

越
え
る
皆
さ
ん
が
一
堂
に
集
い
ま

し
た
。午

前
中
は
、
小
・
中
学
校
そ
れ

ぞ
れ
で
、
人
権
回
一
同
和
教
育
の
視

点
に
立
っ
た
授
業
公
開
、
そ
し
て

懇
談
会
や
集
会
活
動
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、

身
近
な
人
権
問
題
に
つ
い
て
気
づ

き
、
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
子

ど
も
た
ち
が
学
校
で
取
り
結
ん
で

い
る
人
権
・
同
和
教
育
に
つ
い
て

も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い

ま
す
。午

後
か
ら
の
全
体
会
で
は
、
開

会
行
事
に
引
き
続
き
、
児
童
・
生

徒
、
そ
し
て
一
般
の
方
か
ら
の
人

権
作
文
・
意
見
発
表
、
人
権
標
語

発
表
が
行
わ
れ
、
私
た
ち
が
生
ま

れ
な
が
ら
に
し
て
持
っ
て
い
る
権

利
や
現
代
人
が
失
い
か
け
て
い
る

優
し
さ
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る

機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

平成14年11月25日(9) 

売
。

引
き
続
き
、
県
内
外
で
音
楽
を

通
し
て
人
権
尊
重
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
送
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
「
平
成

教
育
委
員
会
』
の
背
様
に
よ
る
人

権
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
い
じ
め
問
題
や
部
落
問
題
、

そ
し
て
親
か
ら
子
ど
も
へ
の
願
い

と
優
し
さ
、
子
ど
も
か
ら
親
へ
の

い
た
わ
り
と
感
謝
の
気
持
ち
を
テ

ー
マ
と
し
た
曲
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
つ
ど
い
へ
の
参
加
者
は

小
学
生
か
ら
成
人
で
あ
り
、
年
齢

層
も
幅
広
く
全
て
の
人
に
曲
の
テ

ー
マ
が
伝
わ
る
、
だ
ろ
う
か
と
い
う

不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
幼
い
参

加
者
か
ら
「
音
楽
で
人
が
助
け
ら

れ
る
こ
と
に
感
動
し
た
。
」
と
い

う
感
忽
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
平

成
教
育
委
員
会
の
皆
さ
ん
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
は
、
参
加
さ
れ
た
方
の
心

の
奥
深
く
ま
で
伝
わ
っ
た
よ
う
で

す
。
こ
の
感
動
が
、
こ
れ
か
ら
の

生
活
の
中
で
少
し
で
も
生
か
す
こ

と
が
で
き
れ
、
ほ
、
人
権
尊
重
の
村

づ
く
り
が
一
層
加
速
し
て
い
く
こ

と
で
し
ょ
う
。
今
回
の
つ
ど
い
に

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
社
会
や

家
庭
内
、
そ
し
て
学
校
に
存
在
し

て
い
る
人
権
問
題
に
改
め
て
気
づ

か
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

，カ

人権標語発表人権コンサー卜

ゃね(設し議官

小学校での懇談会

ふ
る
さ
と
に
望
む

五誌
5賀市

旭
義区

m雄
上
出
身

河
辺
村
民
の
皆
様
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
す
か
。

私
は
、
昭
和
三
十
九
年
に
河
辺
村
を
離
れ
て
大
阪
に
在
住
、

今
年
で
三
十
八
年
に
な
り
、
大
阪
で
の
生
活
が
長
く
な
り
ま

し
た
。昨

今
、
日
本
経
済
の
悪
化
に
伴
い
、
採
算
の
取
れ
な
い
地

方
の
高
速
道
路
、
民
営
門
化
推
進
委
員
の
反
対
論
が
高
ま
る
中
、

河
辺
村
に
近
い
高
速
道
路
が
開
通
し
、
速
く
て
近
い
河
辺
村

に
な
り
つ
つ
あ
る
現
在
で
す
が
、
子
ど
も
の
成
長
と
共
に
、

帰
省
の
回
数
も
-
段
々
と
減
り
つ
つ
あ
る
中
で
、
苦
し
い
時
、

悲
し
い
時
、
ふ
と
脳
裏
に
浮
か
ぶ
の
は
、
幼
い
こ
ろ
、
澄
み

切
っ
た
河
辺
の
小
川
で
、
ビ
ン
づ
け
し
て
魚
を
獲
っ
た
り
、

栗
拾
い
け
、
ニ
ッ
ケ
堀
、
柿
取
り
し
た
事
な
ど
:
¥
つ
九
日
最
近

の
様
に
思
い
だ
さ
れ
ま
す
。

特
に
、
私
の
心
を
癒
し
て
く
れ
る
故
郷
河
辺
村
の
山
々
を

散
策
す
れ
ば
野
鳥
の
楽
園
、
夜
空
を
眺
め
る
と
早
の
誠
盤
、

周
囲
を
見
渡
せ
ぽ
緑
の
カ
ー
テ
ン
、
こ
ん
な
す
ば
ら
し
い
河

辺
村
を
、
最
近
大
阪
で
も
時
々
新
聞
、
テ
レ
ビ
等
で
紹
介
さ

れ
、
そ
の
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
等
を
私
の
宝
物
の
一
部
と
し
て
、

大
事
に
保
管
し
て
い
ま
す
。

河
辺
村
は
、
全
国
で
も
珍
し
い
一
地
域
で
八
つ
の
犀
根
っ

き
橋
が
あ
る
と
の
事
。
更
に
、
龍
馬
脱
藩
の
道
を
発
見
、
観

光
で
頑
張
っ
て
お
ら
れ
、
河
辺
の
出
身
者
と
し
て
、
ブ
ー
ム

が
更
に
長
く
続
く
事
を
祈
ら
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

風
の
便
り
で
危
倶
し
て
い
る
こ
と
は
、
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る

田
畑
へ
の
被
害
。
こ
れ
も
、
過
疎
化
が
進
む
現
れ
か
な
と
思

う
事
が
あ
り
ま
す
。
村
民
下
三
百
人
の
英
知
を
結
集
し
て
、

更
な
る
村
お
こ
し
を
願
っ
て
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

村
長
さ
ん
を
始
め
、
村
民
の
皆
様
方
の
ご
健
康
と
ご
多
平
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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あなたの財産づくり
財形貯蓄から始めよう

@
労
働
災
害
に
健
康
保
険
は
使
え

ま
せ
ん
。
労
働
災
害
の
受
診
は

労
災
保
険
で
日
正
し
い
保
険

で
、
安
心
し
て
治
麿
を
う
け
ま

し
ょ
う
。

@
労
災
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、

所
轄
の
労
働
基
準
監
督
署
に

「
労
働
者
死
傷
病
報
告
」
の
提

出
が
必
要
で
す
っ

詳
細
等
の
お
問
合
せ
先

愛
媛
労
働
局

、
君
。
八
九
(
九
二

A

瓦
)
五
一
一

o
c

ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
官

八
幡
浜
労
働
基
準
監
督
署

宮
八
九
四
(

4

二
二
会
七
五
C

第 152号

給与天引で知らず知らずに財産形成

住宅、年金貯蓄は利子非課税の特典

5年閲定で低金利(1.43%※)の住宅融資etc.
※H14.7.1現在

詳しくは、雇用。能力開発機構愛媛センターまで

盟 089-947-6677

介
護
保
険
制
度
で
は
、
四
卜
設

に
な
る
と
自
動
的
に
保
険
の
加
入

者
と
な
り
ま
す
。
加
入
者
に
は
第

一
号
被
保
険
者
と
第
二
号
被
保
険

音
が
あ
り
ま
す
。

。
六
十
五
歳
以
上
の
人
(
第
一
号

被
保
険
者
)

日
常
生
活
に
介
護
や
支
援
が
必

要
と
感
じ
た
場
合
に
、
認
定
を
受

け
れ
ば
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
ま

す。

1ω~k':;開催健闘関ゆ
盗 ~ほほえみは固復薬!~ 民

。
四
十
歳
j
六
十
四
歳
の
医
療
保

険
加
入
者
(
第
二
号
被
保
険
者
)

加
齢
に
よ
る
病
気
(
特
定
疾
病
)

が
原
因
で
、
介
護
や
支
援
が
必
要

と
な
っ
た
場
台
に
、
認
定
を
う
け

れ
ば
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
ま

す。
特
定
疾
病
に
は
、
つ
ぎ
の
十
五

の
疾
病
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

-
初
老
期
の
痴
呆

・
脳
血
管
疾
患

・
筋
萎
縮
性
側
索
蹟
化
症

.パ

1
キ
ン
ソ
ン
病

インフjレエンザとかせ、は違います。インフル工ンザの予防

接種をしたからといってかぜにかからないわけではあリませ

ん。インフル工ンザは、空気中に飛ヴ散ったインフルエンザ

ウイルスが体の中に入ることで感染する感染症で、す。かぜよ

りも重症化しやすく、命にかかわる危険もありますので、予

防接種を受けられることをおすすめします。 100%予防する

ことはできませんヴ、重症化を減らすことはできます。イン

フjレ工ンザが流行する前(1 1 月 ~12月)にかかりつけの医

師に相談し予防接種を受けるようにしましょう。効果は、 2

~4週間ほどで現れ、約半生閏は持続します。

ザってかぜと違うの?J「インフルエ

-
脊
髄
小
脳
空
性
症

・
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患

・
糖
尿
病
性
腎
症
、
糖
尿
病
性
網

膜
症
、
糖
尿
病
性
神
経
障
害

・
閉
塞
性
動
脈
硬
化
症

.
シ
ャ
イ
・
ド
レ

1
ガ

i
症
候
群

.
両
側
の
膝
関
節
ま
た
は
股
関
節

に
著
し
い
変
形
を
と
も
な
う
変

形
性
関
節
症

・
細
目
性
関
節
リ
ウ
マ
チ

.
後
縦
靭
帯
骨
化
症

・
脊
柱
管
狭
窄
症

・
骨
折
を
と
も
な
う
骨
粗
し
よ
う
症

.
早
老
症

〈インフルエンザとかぜの遣い〉

かぜ(普通感冒) インフルエンザ

流行シーズンは? ない。通年かかる ある。 11-3月頃
トー

病気の経過は? ゆるやかに進む 急激に進む

初期症状は? くしゃみ、鼻水など 悪寒、高熱など

発熱は? 微熱 (37-38"C) 高熱 (38-390C)

筋肉痛は? 軽度 強いことが多い

合併症は?
肺炎、気管支炎、中耳炎な 肺炎、気管支炎、中耳炎、脳
ど。ただし少ない 症などを起こすことが多い

雪量関
仁一主義f
t有望号i

一今

日惣 f

._. 

主語3
長 lセ喜
一プーノ警

ン?サ

愛
媛
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

は
、
動
物
に
関
す
る
問
題
を
解
決

し
、
県
民
と
動
物
が
共
存
で
き
る
、

住
み
良
い
社
会
を
作
る
事
を
目
的

と
し
た
施
設
で
す
。

愛
媛
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
で

は
主
に
次
の
よ
う
な
業
務
を
行
い

ま
す
。

。
動
物
愛
護
業
務

・
動
物
と
の
ふ
れ
あ
い
教
雫

.
犬
の
し
つ
け
方
教
室

・
犬
、
ね
こ
の
譲
渡

.
動
物
を
つ
れ
て
の
各
種
施
設
訪

問
(
動
物
と
の
ふ
れ
あ
い
体
験
)

O
動
物
管
理
業
務

・
負
傷
動
物
治
療

・
犬
、
ね
こ
の
引
取
り

・
収
容
動
物
管
理
処
分

。
施
設
場
所

松
山
市
東
川
町
乙
問
凹
七

O
開
館
時
間

午
前
八
時
一
三
十
分

i
午
後
五
時

休
館
日

・
月
曜
日
(
た
だ
し
月
曜
日
が
休
日

の
場
合
は
直
後
の
休
日
で
な
い
日
)

・
年
末
年
始
(
十
二
月
二
十
八
日

か
ら
一
月
四
日
ま
で
)

〔
問
い
合
わ
せ
先
〕

愛
媛
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

自
(
の
一
八
九
)
九
七
七
[
九
二

0
0

福
祉
課
衛
生
係

哲
三
九
|
一
一
一
一

一
(
内
線
一
五
二
)
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先
週
、
私
は

岡
山
県
の
八
塔

寺
村
に
行
き
ま

し
た
。
岡
山
県

の
八
塔
寺
ヴ
ィ

l
ラ
と
い
う
宿

に
と
ま
り
ま
し

た
。
そ
の
ヴ
ィ

l
ラ
は
伝
統
的

な

か

や

ぶ

き

家
。
い
ろ
り
も

あ
り
ま
す
。

河
辺
村
の
才

谷
屋
は
八
塔
寺

村
と
似
て
い
ま

す
。
こ
の
十
日
い

家

が

す

き

で

す
。
私
は
そ
れ

ら
が
非
常
に
璽

要
で
あ
る
と
恩

い
ま
す
。

古
い
民
家
は
、
博
物
館
と

し
て
持
つ
だ
け
で
な
く
住
ん

で
も
す
て
き
だ
と
お
も
い
ま

す。
ア
メ
リ
カ
の
、
人
々
は
、

よ
く
一

0
0
年
前
の
家
に
す

ん
で
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

一一

O
O
年
ゃ
っ
一

O
O年
前
の

建
物
は
普
通
で
す
。
私
の
ま

わ
り
の
古
い
建
物
を
見
る
こ

と
が
好
き
で
す
。

日
本
の
文
化
や
歴
史
は
、

と
て
も
め
ず
ら
し
い
し
美
し

い
で
す
。
そ
れ
を
保
存
す
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
望
み

ま
す
。私

に
与
え
る
た
め
の
古
い

民
家
を
持
っ
て
い
る
場
合

は
、
私
に
教
え
て
下
さ
い
グ

カヨ(11) 乎成14年11月25日

騨韓議
十
月
八
日
、
肱
川
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
川
土
地
区

小
学
校
陸
上
競
技
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
気
温
が
低
く
、
小

雨
が
降
る
と
い
う
天
候
の
中
で
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
は
、
ベ

ス
ト
を
尽
く
し
て
が
ん
ば
り
ま
し
た
。

肱
川
町
の
小
学
生
ど
の
交
流
も
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
に
は
い

い
経
験
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

ま
た
、
十
月
十
七
日
に
内
子
町
で
行
わ
れ
た
郡
夫
会
で
も
、

力
を
出
し
切
っ
て
競
技
し
ま
し
た
。
保
護
者
の
皆
様
の
熱
の
こ

も
っ
た
応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

全力が出せました

-
走
高
跳
び

一

位

田

中

佑

子

.
六

O
m
ハ
ー
ド
ル

二

位

潜

水

啓

志

有

友

由

紀

・
ボ
!
ル
投
げ

二

位

清

水

啓

志

・
四

O
O
m
リ
レ
i

一
-
佐
田
中
佑
子

有

友

由

紀

山

本

美

里

土
日
田
沙
穏

・
四
年
以
下
六

O
m

二

位

松

田

千

春

・
四
年
以
下
一
O
O
m

二

位

松

田

千

春

・
六

C
m
ハ
ー
ド
ル

三

位

田

中

佑

子

園
四
年
以
下
六

O
m

三

位

梅

田

働

芯

・
四
年
以
下
一
O
O
m

三

位

梅

田

剛

志

十
月
一
目
、
内
子
・
五
十
崎
を

会
場
に
喜
多
郡
新
人
総
合
体
育
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
c

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
部
で

は
、
一
回
戦
、
対
五
卜
崎
中
、
二

同
戦
、
対
長
浜
中
に
順
当
に
勝
ち

決
勝
戦
に
進
出
し
ま
し
た
が
惜
し

く
も
肱
川
中
に
負
け
て
し
ま
い
ま

し
た
。
個
人
戦
で
は
、
「
五
頭
・

松
田
」
組
が
三
位
に
な
る
健
闘
を

し
ま
し
た
。
来
年
の
総
体
は
団
体

優
勝
の
期
待
が
持
て
ま
す
。
ま
た
、

来年こそ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部
に
お
い
て

は
、
肱
川
中
・
長
浜
中
と
対
戦
し

ま
し
た
。
結
果
は
、
セ
ッ
ト
カ
ウ

ン
ト
ロ
対
二
で
敗
退
し
ま
し
た
υ

二
試
合
と
も
に
、
競
り
合
う
場
面

も
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
初
め
て
の

公
式
戦
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
緊

張
か
ら
、
あ
と
一
歩
が
踏
ん
張
れ

ま
ぜ
ん
で
し
た
。
こ
の
経
験
を
生

か
し
、
来
年
の
総
体
に
向
け
て
、

基
礎
か
ら
出
直
し
て
い
ま
す
。

日
々
の
活
動
に
ご
支
援
い
た
、
た

い
た
皆
様
や
夫
会
当
日
、
ご
多
忙

中
に
も
関
わ
ら
ず
、
熱
心
に
応
援

し
て
い
た
だ
い
た
保
護
者
・
地
域

の
皆
様
に
、
心
よ
り
感
謝
い
た
し

ま
す
。今

後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
一
按
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

年
金
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

第
三
号
被
保
険
者

(
会
社
員
な
ど
の
第
二
号
被
保
険

者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
)

結
婚
に
よ
っ
て
、
第
二
号
被
保

険
者
に
扶
養
さ
れ
る
配
偶
者
と
な

っ
た
場
合
な
ど
は
、
第
三
一
号
被
保

険
者
と
な
り
ま
す
c

種
別
変
更
の

手
続
き
を
、
第
二
号
被
保
険
者

(
配
偶
者
)
の
会
社
に
行
っ
て
も

ら
い
ま
し
ょ
う
。

第
一
一
一
号
被
保
険
者
の
年
金
の
費

用
は
、
扶
養
す
る
第
二
号
被
保
険

石
油
ス
ト
ー
ブ
の
取
扱
い
に
つ
い
て

寒
く
な
る
と
、
石
油
ス
ト
ー
ブ

や
こ
た
つ
な
ど
の
暖
房
器
具
が
恋

し
く
な
り
ま
す
。
こ
た
つ
や
ス
ト

ー
ブ
を
使
い
始
め
る
と
、
と
か
く

部
屋
が
狭
く
な
り
ま
す
。
た
だ
で

さ
え
、
狭
く
燃
え
や
す
い
日
本
の

家
で
す
か
ら
、
火
の
取
扱
い
、
特

に
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
取
扱
い
に

は
、
く
れ
ぐ
れ
も
注
意
が
必
要
で

す
c家

庭
で
使
っ
て
い
る
暖
房
一
器
具

の
中
で
ほ
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
が
火

災
原
因
の
ト
ッ
プ
で
す
。
石
油
ス

ト
ー
ブ
に
よ
る
建
物
火
災
の
主
な

経
過
を
み
る
と
、
カ
ー
テ
ン
な
ど

の
按
触
、
洗
濯
物
な
ど
の
落
下
、

使
用
方
法
の
誤
り
、
消
し
忘
れ
な

者
が
加
人
す
る
制
度
と
国
庫
か
ら

出
さ
れ
て
い
る
た
め
、
自
分
で
保

険
料
を
納
め
る
必
要
が
あ
り
ま
せ

ん。。
手
続
き

第
二
号
被
保
険
者
(
配
偶
者
)

の
会
社
に
申
し
出
ま
し
ょ
う
。

。
保
険
料
の
納
め
方

自
分
で
納
め
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。詳

し
く
は
、
福
托
課
、
国
民
年

金
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

ど
が
あ
、
岬
り
ら
れ
ま
す
。

火
災
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
、

次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
使
用
す
る
前
に
、
必
ず
点
検
整

備
を
す
る
。

②
カ
ー
テ
ン
な
ど
の
燃
え
や
す
い

も
の
の
近
く
で
は
使
わ
な
い
。

③
火
を
つ
け
た
ま
ま
の
給
油
持
ち

運
び
は
し
な
い
{

密
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
洗
濯
物
を
干

さ
な
い
二

⑤
外
出
す
る
と
き
や
寝
る
と
き

は
、
完
全
に
消
火
す
る
。

ストーブのススでjn
まつくるけ17

火
が
つ
き
に
く
か
っ
た
り
、

へ
ん
な
臭
い
が
し
た
り
、
少

し
で
も
異
常
が
あ
っ
た
ら
、

使
わ
ず
お
窟
に
相
談
を
し
ま

lυ
ト
ふ

λ
ノ

J
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12 月 月

小学校学芸会 l 
2 

健康相談 3 
4 

5 
6 年賀交歓会

7 健康相談

8 二学期始業式

9 

心配ごと相談 10 心配ごと相談

乳幼児健診 11 
12 健康マラソ ン大会

村教育委員会学校訪問 13 

14 
15 
16 

健康相談 17 

村議会定例会 18 

19 
20 
21 健康相談

22 

23 
24 

心配ごと相談
25 

二学期終業式

26 県知事選挙投票日

27 心配ごと相談

28 
29 

30 
31 

インフォメーション
ー
河
辺
村
の
宝
物
1

笑
顔
が

一
番
似
合
う
あ
な
た
。

笑
顔
を
た
や
さ
な
い
明
る
い
元

気
な
子
に
育
っ
て
ね
。(父

母
よ
り
)

ノ

，議
警
安
委

……側

『風
評
と
人
権
』

二
O
O二
年
は、

『食
へ
の
信
頼
』

が
失
わ
れ
た
年
で
し
た
。
特
に
、

昨
年
か
ら
の
B
S
E
(
い
わ
ゆ
る

狂
牛
病
)
問
題
を
き

っ
か
け
に
食

品
の
安
全
性
に
つ
い
て
は
、

家
庭

や
学
校
ま
で
巻
き
込
ん
だ
社
会
問

題
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
食
品

業
界
の
不
正
行
為
や
異
物
混
入、

残
留
農
薬
問
題
等
は
、
皮
肉
に
も

私
た
ち
に
と

っ
て
最
も
身
近
な

『食
』
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
直
す

機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
問
題
な
の
は
消

費
者
の
間
で
話
題
と
な
る

『噂』

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
日
常
生

活
の
中
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト

や
マ
ス

コ
ミ
を
通
じ
て
、
様
々
な

情
報
が

一
方
的
に
送
ら
れ
て
来
ま

す
。
(
そ
の
真
偽
は
定
か
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
・:
)
そ
れ
に
よ

っ
て、

い
わ
ゆ
る

『風
評
被
害」

が
起
き

や
す
く
な
っ
て
い
る
の
が
現
代
社

会
で
す
。
記
憶
に
新
し
い
事
例
と

し
て
は
、

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
問
題
を

取
り
上
げ
た
あ
る

ニ
ュ
ー
ス
番
組

で
の
キ
ャ
ス
タ
ー
の
発
言
が
発
端

と
な

っ
て
、
農
家
が
大
き
な
打
撃

を
受
け
ま
し
た
。
局
側
は、

騒
ぎ

が
大
き
く
な

っ
て
、
や
っ
と
訂
正

を
し
ま
し
た
が
、
既
に
手
遅
れ
で

し
た
。
同
様
な
出
来
事
は
過
去
に

追
悼

3草掠 ぅ記 笹婁日 めてか言卜1)'ゐ事 ば 主
:1:刈 く すさに者毎如 父ら 報荘故 今 三
2機 群2む げ 結 三 恋くの チを ゆで 日百
互のがらたび 回 しにみ 口聞 く 逝ゅの々
E音 るさ如て夢き消魂Eリ きもき力集
号-g山 きく願をみ え かーチてかに ル jF
E日ひ峡のに い 乗手し亡口涙えしタ 主
主こに 藤咲 をせ の 母母 リ す る 七 に
まだ 棚 き託 ぬいのと るも五 ま
ネま にほ す く ず み鳴 朝声三 み
5す 行たこ もこ声 く か さ え
i つる りか 虫 けんし

よ しをに

ま
よ

T 
T 

至自 ネ大 高 大玉 藤 山
言野 橋野 井 原本

14 14 f伊 フ 万
ま都ミ 亀

119 3子 ヱ 勇 縁茜子

を
1 0 11 ~tH+H+H…: 

も
あ
り
ま
し
た
。
某
宗
教
団
体
の
榊

起
こ
し
た
毒
ガ
ス
事
件
で
は、

被

制

害
者
で
も
あ

っ
た
第

一
通
報
者
の

醜

男
性
を
、
マ

ス
コ
ミ
や
視
聴
者
が

醐

犯
人
に
仕
立
て
上
げ
ま
し
た
。
そ

輔

の
後
、
男
性
の
無
実
は
証
明
さ
れ

醐

た
の
で
す
が
、
男
性
の
名
誉
は
す

榊

ぐ
に
回
復
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
岡

部
の
マ
ス
コ

ミ
は、

自
分
た
ち
の

紳

非
を

一
応
は
認
め、

公
式
に
謝
罪

附

し
た
よ
う
で
す
が
、

そ
の
他
の
マ

輔

ス
コ
ミ
、
そ
し
て
視
聴
者
は
ど
う

醐

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
思
い
込
み

一一

や
偏
見
が
先
行
す
る
と
、
物
事
の

刷

本
質
や
真
偽
を
見
失
い
ま
す
。
私

輔

た
ち
に
は
、

一
方
的
な
情
報
を
鵜

嗣

呑
み
に
せ
ず
、
情
報
を
取
捨
選
択

醐

で
き
る
力
が
必
要
で
す
ね
。

榊

W

洞

白
山

会
お
誕
生
お
め
で
と
う

⑫
高
橋

⑭

上
川

⑬
古
野

食
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

露
内
伊
三
男

(露

内
)

七
五
三
百
々
策
(
大
中
山
)

二
宮
ミ
ノ
ル

(坂

本
)

大
野

己
徳

(上
大
成
)

れ彩ゃ来
響t楓か里

植帯橡

谷

)
取

械

馳

工

〕
父
鋪

陸

、7
、

母

陽

子

凡
ム
父

誉

、
母

さ

や
か

85849477 
歳歳歳歳

1，366 (ム 26)

1，366 (d 26) 

1，385 (ム 45)

1，403 (d 63) 

1，418 (ム 78)

人のうごき
(平成14年11月1日現在)

世帯数 533戸
男子 653人
女子 687人

言十 1，340人

H 13.11. 1現

H 12.11. 1現

H 11.11. 1現

HlO.11.1現

H 9.11.1現


